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東京電力㈱福島第二原子力発電所２号機（沸騰水型、定格出力１１０万キロ

ワット）は、定格出力で運転中のところ、原子炉残留熱除去系Ｂ系統の原子炉

格納容器内に設置されている逆止弁の開閉試験を実施したが、閉動作すべきと

ころ動作しなかった。

このため、点検、調査を実施することとし、５月７日午前５時３０分から出
力降下を開始し、同日午後３時頃に原子炉を手動停止する予定である。

なお、外部に対する放射能の影響はない。

２．原因と対策

点検の結果、残留熱除去系の逆止弁自体に異常はなく、逆止弁の開閉試験の

際に駆動力となる駆動空気（窒素 （注１）を制御する電磁弁（注２）が正常）
に動作していないことが確認された。このことから、当該逆止弁を開にした空

気（窒素）が抜けなくなったため、逆止弁が開状態のまま止まったことが推定

された。

このため、当該電磁弁を新品のものに取り替えることとした。
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（注１）駆動空気（窒素）
当該逆止弁の開閉試験は、空気又は窒素の駆動力で行われ、プラント運

転中の開閉試験では窒素を使用し、プラント停止中の開閉試験では空気を

使用する。

（注２）電磁弁

電気巻線に電流を流すことにより電磁石の磁力で開閉する構造になって

いる弁。
当該電磁弁の動作により、空気（窒素）を送り込んで逆止弁を開き、空

気（窒素）を抜いて逆止弁を閉じる。
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